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府

令

金
融
庁
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
内
閣
府
令
の
特
例
に

関
す
る
措
置
を
定
め
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

金
融
庁
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す

る
措
置
を
定
め
る
内
閣
府
令
（
令
和
六
年
内
閣
府
令
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
特

例
）

（
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
特

例
）

第
二
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
法
第
八
条

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、

国
家
戦
略
特
別
区
域
特
例
フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等

事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
そ
の
主
た
る
営

業
所
又
は
事
務
所
を
有
す
る
者
が
、
適
格
機
関
投

資
家
等
（
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
二
十
五
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
金
商

法
」
と
い
う
。）第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
適
格
機
関
投
資
家
等
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）を
相
手
方
と
し
て
行
う
金
商

法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲

げ
る
権
利
（
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四

十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
十
七
条
の
十
二

第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該

当
す
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
私
募
（
金
商
法
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
の
私
募
を
い

う
。）又
は
当
該
権
利
を
有
す
る
適
格
機
関
投
資
家

等
が
出
資
若
し
く
は
拠
出
を
す
る
金
銭
そ
の
他
の

財
産
の
運
用
を
行
う
金
商
法
第
二
条
第
八
項
第
十

五
号
に
掲
げ
る
行
為
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
い

う
。）を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理

大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と

き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
国
家
戦
略

第
二
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
法
第
八
条

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、

国
家
戦
略
特
別
区
域
特
例
フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等

事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
そ
の
主
た
る
営

業
所
又
は
事
務
所
を
有
す
る
者
が
、
適
格
機
関
投

資
家
等
（
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
二
十
五
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
金
商

法
」
と
い
う
。）第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
適
格
機
関
投
資
家
等
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）を
相
手
方
と
し
て
行
う
金
商

法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲

げ
る
権
利
（
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四

十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
十
七
条
の
十
二

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に

限
る
。）に
係
る
私
募
（
金
商
法
第
二
条
第
三
項
に

規
定
す
る
有
価
証
券
の
私
募
を
い
う
。）又
は
当
該

権
利
を
有
す
る
適
格
機
関
投
資
家
等
が
出
資
若
し

く
は
拠
出
を
す
る
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
運
用
を

行
う
金
商
法
第
二
条
第
八
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る

行
為
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
い
う
。）を
定
め
た

区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を

申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認

定
の
日
以
後
は
、
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
例
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〇
内
閣
府
令
第
四
十
五
号

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
庁
関
係
国
家
戦

略
特
別
区
域
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
内
閣

府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

〔
府

令
〕

〇
金
融
庁
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二

十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に

係
る
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を

定
め
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内

閣
府
令
（
内
閣
府
四
五
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
緊
急
復
旧
計
画
（
フ
ェ
ー
ズ
２
）
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
パ
レ
ス

チ
ナ
解
放
機
構
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に

関
す
る
件
（
外
務
一
四
九
）

〇
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
に

お
け
る
地
域
社
会
の
主
導
に
よ
る
気
候
変

動
適
応
推
進
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す

る
日
本
国
政
府
と
国
際
連
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件
（
同
一
五
〇
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
五
八
四
〜
五
九
九
）

〇
肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別
措
置
法
第
五

条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
均
売
買

価
格
を
告
示
す
る
件
（
同
六
〇
〇
）

〇
旅
行
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
事
項
の

変
更
の
件
（
観
光
庁
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
七
一
〜
七
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
六
五
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
資

料
〕

令
和
八
年
二
月
中
国
際
収
支
状
況
（
速
報
）

及
び
令
和
七
年
十
〜
十
二
月
中
国
際
収
支
状

況
（
第
二
次
速
報
）（
財
務
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁登

録
を
受
け
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

等
取
扱
契
約
締
結
事
業
者
の
営
業
の
廃
止

関
係

裁
判
所

相
続
、
破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、再
生
、

所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





特
別
区
域
特
例
フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等
事
業
の
実

施
主
体
と
し
て
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
者

が
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
の
営
業
所
又
は
事

務
所
に
お
い
て
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
例

フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等
事
業
に
係
る
業
務
を
行
う

場
合
に
お
け
る
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内

閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
二
号
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
府
令
」
と
い
う
。）第
二

百
三
十
四
条
の
二
、
第
二
百
三
十
八
条
、
第
二
百

三
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
別
紙
様
式
第
二
十
号

か
ら
別
紙
様
式
第
二
十
一
号
の
三
ま
で
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
府
令
第
二
百
三
十
四
条
の
二

第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
掲
げ
る
者
」
と
あ
る
の
は

「
掲
げ
る
者
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
対
象
投
資
家

（
同
条
第
七
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

に
掲
げ
る
者
（
同
条
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
に

掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
七
号
又
は
第
十

号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
除
く
。）」
と
、
同
条
第
二
項
第
二

号
ロ
中
「
掲
げ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
者

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
対
象
投
資
家
を
除
く
。）」

と
、
府
令
第
二
百
三
十
八
条
中
「
事
項
と
」
と
あ

る
の
は
「
事
項
及
び
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
例

フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等
事
業
（
金
融
庁
関
係
国
家

戦
略
特
別
区
域
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令

フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て

当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
者
が
当
該
国
家
戦

略
特
別
区
域
内
の
営
業
所
又
は
事
務
所
に
お
い
て

当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
例
フ
ァ
ン
ド
資
産
運

用
等
事
業
に
係
る
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
金

融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十

九
年
内
閣
府
令
第
五
十
二
号
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
府
令
」と
い
う
。）第
二
百
三
十
四
条
の
二
、

第
二
百
三
十
八
条
及
び
別
紙
様
式
第
二
十
号
か
ら

別
紙
様
式
第
二
十
一
号
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
府
令
第
二
百
三
十
四
条
の
二
第
一

項
第
二
号
ロ
中
「
掲
げ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
掲

げ
る
者
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
対
象
投
資
家
（
同

条
第
七
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲

げ
る
者
（
同
条
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
に
掲
げ

る
者
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
七
号
又
は
第
十
号
に

掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
い
う
。
以
下

同
じ
。）を
除
く
。）」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
ロ

中
「
掲
げ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
者
（
国

家
戦
略
特
別
区
域
対
象
投
資
家
を
除
く
。）」
と
、

府
令
第
二
百
三
十
八
条
中
「
事
項
と
」
と
あ
る
の

は
「
事
項
及
び
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
例
フ
ァ
ン

ド
資
産
運
用
等
事
業
（
金
融
庁
関
係
国
家
戦
略
特

別
区
域
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制

事
業
に
係
る
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を

等
規
制
事
業
に
係
る
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る

措
置
を
定
め
る
内
閣
府
令
（
令
和
六
年
内
閣
府
令

第
九
十
九
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特

別
区
域
特
例
フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等
事
業
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
旨
と
」
と
、
同
条
第
二

号
ヘ
中
「
名
称
」
と
あ
る
の
は
「
名
称
（
同
号
の

規
定
に
よ
り
当
該
監
査
を
受
け
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
旨
）」と
、
同
条
第
三
号
ヘ
中「
名
称
」

と
あ
る
の
は
「
名
称
（
第
二
百
三
十
九
条
の
二
第

一
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
監
査
を
受
け
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
）」と
、
府
令
第
二

百
三
十
九
条
の
二
第
一
項
第
八
号
中
「
財
務
諸
表

等
を
作
成
し
、
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
監

査
を
受
け
る
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
財
務
諸
表
等

を
作
成
し
、
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
監
査

定
め
る
内
閣
府
令
（
令
和
六
年
内
閣
府
令
第
九
十

九
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域

特
例
フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等
事
業
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）を
行
う
旨
と
」
と
、
府
令
別
紙
様
式
第
二

十
号
第
３
面
注
意
事
項
３
、
別
紙
様
式
第
二
十
号

の
二
２
注
意
事
項
３
、
別
紙
様
式
第
二
十
一
号
２

注
意
事
項
３
及
び
別
紙
様
式
第
二
十
一
号
の
三
１

注
意
事
項
３
中
「こ

と
。

」と
あ
る
の
は「こ

と
。

ま
た
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
例
フ
ァ
ン
ド
資
産

運
用
等
事
業
を
行
う
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

」と
、

府
令
別
紙
様
式
第
二
十
一
号
の
二
１

注
意
事
項

３
中
「こ

と
。

」と
あ
る
の
は
「こ

と
。
ま
た
、
国

家
戦
略
特
別
区
域
特
例
フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等
事

業
を
行
う
旨
並
び
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
対
象
投

資
家
の
数
、
出
資
額
及
び
出
資
割
合
を
記
載
す
る

を
受
け
る
こ
と
（
全
て
の
出
資
者
が
適
格
機
関
投

資
家
、
令
第
十
七
条
の
十
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
者
又
は
国
家
戦
略
特
別
区
域
対
象
投
資
家
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
出
資
者
か
ら
出
資
又

は
拠
出
を
受
け
た
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
総
額
が

一
億
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
フ
ァ

ン
ド
資
産
運
用
者
が
全
て
の
出
資
者
に
対
し
当
該

監
査
を
受
け
な
い
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
同
意
を

得
た
と
き
に
あ
っ
て
は
、
財
務
諸
表
等
を
作
成
す

る
こ
と
。）」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
財
務
諸
表
等

及
び
前
号
の
監
査
に
係
る
報
告
書
の
写
し
」
と
あ

る
の
は
「
財
務
諸
表
等
及
び
前
号
の
監
査
に
係
る

報
告
書
の
写
し
（
同
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
監
査

を
受
け
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
財
務
諸
表
等
）」

と
、
府
令
別
紙
様
式
第
二
十
号
第
３
面
注
意
事
項

３
、
別
紙
様
式
第
二
十
号
の
二
２
注
意
事
項
３
、

別
紙
様
式
第
二
十
一
号
２
注
意
事
項
３
及
び
別
紙

様
式
第
二
十
一
号
の
三
１

注
意
事
項
３
中
「こ

と
。

」と
あ
る
の
は
「こ

と
。
ま
た
、
国
家
戦
略
特

別
区
域
特
例
フ
ァ
ン
ド
資
産
運
用
等
事
業
を
行
う

旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

」と
、
府
令
別
紙
様
式
第
二

十
号
第
３
面
注
意
事
項
９
、
別
紙
様
式
第
二
十
号

の
二
２
注
意
事
項
９
及
び
別
紙
様
式
第
二
十
一
号

２
注
意
事
項
９
中
「名

称
を

」
と
あ
る
の
は
「名






















称
（
第
239条

の
２
第
１
項
第
８
号
の
規
定
に
よ






















り
当
該
監
査
を
受
け
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ






















の
旨
）
を

」
と
、
府
令
別
紙
様
式
第
二
十
一
号
の

二
１

注
意
事
項
３
中「こ

と
。

」と
あ
る
の
は「こ

と
。
ま
た
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
特
例
フ
ァ
ン
ド

資
産
運
用
等
事
業
を
行
う
旨
並
び
に
国
家
戦
略
特

別
区
域
対
象
投
資
家
の
数
、
出
資
額
及
び
出
資
割

合
を
記
載
す
る
こ
と
。
な
お
、
国
家
戦
略
特
別
区

域
対
象
投
資
家
の
出
資
割
合
は
、
総
出
資
額
に
占

め
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
対
象
投
資
家
の
出
資
額

の
割
合
を
記
載
す
る
こ
と
。

」と
す
る
。

こ
と
。
な
お
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
対
象
投
資
家

の
出
資
割
合
は
、
総
出
資
額
に
占
め
る
国
家
戦
略

特
別
区
域
対
象
投
資
家
の
出
資
額
の
割
合
を
記
載

す
る
こ
と
。

」と
す
る
。

令和年月日 火曜日 第号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
府
令
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。





そ
の
他
告
示

令和年月日 火曜日 第号官 報

贈
与
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
又
は

そ
の
指
定
す
る
当
局
と
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
以
下
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
。）と
の
間
の
贈
与

契
約
（
以
下
「
贈
与
契
約
」
と
い
う
。）が
締
結
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
使
用
に
供
さ
れ
る
。

贈
与
及
び
そ
の
利
子
の
条
件
並
び
に
贈
与
及
び
そ

の
利
子
の
使
用
に
関
す
る
手
続
は
、
こ
の
了
解
の
範

囲
内
で
贈
与
契
約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

３

贈
与
に
つ
い
て
は
、
贈
与
契
約
に
定
め
る
期
間
内
に

行
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
は
、
贈
与
契
約
が
効

力
を
生
ず
る
日
か
ら
二
千
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
ま

で
の
間
と
す
る
。
当
該
期
間
は
、
日
本
国
政
府
及
び
Ｐ

Ｌ
Ｏ
の
関
係
当
局
間
の
相
互
の
同
意
に
よ
り
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

４

贈
与
及
び
そ
の
利
子
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行

政
機
関
に
よ
り
、
適
正
に
、
か
つ
、
専
ら
贈
与
契
約
に

定
め
る
生
産
物
又
は
役
務
で
あ
っ
て
計
画
の
実
施
に
必

要
な
も
の
（
以
下
そ
れ
ぞ
れ
「
生
産
物
」
及
び「
役
務
」

と
い
う
。）を
購
入
す
る
た
め
、
及
び
贈
与
契
約
に
定
め

る
手
数
料
で
あ
っ
て
計
画
の
実
施
に
必
要
な
も
の
を
支

払
う
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。

５

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
又
は
そ
の
指
定

す
る
当
局
は
、
生
産
物
又
は
役
務
を
購
入
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
承
認
を
得
て
、
独
立

し
た
、
か
つ
、
能
力
を
有
す
る
代
理
人
（
以
下
「
代

理
人
」
と
い
う
。）が
贈
与
契
約
の
規
定
に
従
い
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
に
代
わ
っ
て
行
動
す
る

た
め
に
当
該
代
理
人
と
雇
用
契
約
を
締
結
し
、
又
は

日
本
国
民
と
円
貨
建
て
の
契
約
を
締
結
す
る
（
こ
の

了
解
に
お
い
て
、「
日
本
国
民
」
と
は
、
日
本
国
の
自

然
人
又
は
日
本
国
の
自
然
人
が
支
配
し
、
か
つ
、
日

本
国
で
登
録
さ
れ
た
日
本
国
の
法
人
を
い
う
。）。

に
規
定
す
る
代
理
人
と
の
雇
用
契
約
は
、
贈
与

及
び
そ
の
利
子
の
対
象
と
し
て
適
格
で
あ
る
こ
と
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
り
書
面
で
承
認
さ
れ
る
。

に
規
定
す
る
日
本
国
民
と
の
円
貨
建
て
の
契
約

は
、
贈
与
及
び
そ
の
利
子
の
対
象
と
し
て
適
格
で
あ

る
こ
と
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
り
認
証
さ
れ
る
。

６

贈
与
に
つ
い
て
は
、
贈
与
契
約
の
規
定
に
従
い
、
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
又
は
そ
の
指
定
す
る
当

局
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
日
本
国
に
所
在
す
る
銀
行
に

開
設
さ
れ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
名
義
の

勘
定
に
日
本
円
で
払
い
込
む
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
実
施
す
る
。

７

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
は
、
次
の
こ
と

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
。

⒜

生
産
物
又
は
役
務
の
購
入
に
関
し
て
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
に
お
い
て
課
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
関

税
、
域
内
税
そ
の
他
の
財
政
課
徴
金
が
免
除
さ
れ

る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒝

計
画
の
実
施
に
当
た
り
、
環
境
及
び
社
会
に
対

す
る
妥
当
な
考
慮
を
払
う
こ
と
。

⒞

生
産
物
又
は
役
務
が
計
画
の
実
施
の
た
め
に
適

正
か
つ
効
果
的
に
維
持
さ
れ
、
及
び
使
用
さ
れ
る

こ
と
並
び
に
軍
事
目
的
に
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を

確
保
す
る
こ
と
。

⒟

計
画
の
実
施
に
必
要
な
土
地
を
確
保
し
、
及
び

用
地
の
整
地
を
行
う
こ
と
。

⒠

計
画
の
実
施
に
必
要
な
配
電
、
給
水
及
び
排
水

の
た
め
の
施
設
そ
の
他
の
付
随
的
な
施
設
を
提
供

す
る
こ
と
。

⒡

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
お
け
る
生
産
物
の
速
や

か
な
積
卸
し
、
通
関
及
び
域
内
輸
送
を
確
保
す
る

こ
と
。

⒢

計
画
の
完
了
後
、
贈
与
契
約
に
定
め
る
条
件
に

従
い
、
贈
与
及
び
そ
の
利
子
の
残
額
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

に
払
い
戻
す
こ
と
。

⒣

生
産
物
又
は
役
務
の
供
給
に
関
連
し
て
そ
の
役

務
が
必
要
と
さ
れ
る
日
本
国
の
自
然
人
又
は
第
三

国
の
自
然
人
に
対
し
、
そ
の
作
業
の
遂
行
の
た
め

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
へ
の
入
域
及
び
同
自
治
区
に

お
け
る
滞
在
に
必
要
な
便
宜
を
与
え
る
こ
と
。

⒤

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
お
い
て
計
画
の
実
施
に

従
事
す
る
者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒥

計
画
の
実
施
に
必
要
な
全
て
の
経
費
（
贈
与
及

び
そ
の
利
子
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
も
の
を
除

く
。）を
負
担
す
る
こ
と
。

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
は
、
５

に
規

定
す
る
代
理
人
と
の
雇
用
契
約
が
締
結
さ
れ
る
場
合

に
は
、

の
規
定
に
加
え
て
、
次
の
こ
と
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
と
る
。

⒜

代
理
人
の
雇
用
に
関
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区

に
お
い
て
課
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
関
税
、
域
内
税

そ
の
他
の
財
政
課
徴
金
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
こ
と
。

⒝

生
産
物
又
は
役
務
の
供
給
に
関
連
し
て
そ
の
役

務
が
必
要
と
さ
れ
る
日
本
国
の
自
然
人
又
は
第
三

国
の
自
然
人
で
あ
っ
て
代
理
人
が
雇
用
す
る
も
の

に
対
し
、
そ
の
作
業
の
遂
行
の
た
め
パ
レ
ス
チ
ナ

自
治
区
へ
の
入
域
及
び
同
自
治
区
に
お
け
る
滞
在

に
必
要
な
便
宜
を
与
え
る
こ
と
。

⒞

贈
与
契
約
に
定
め
る
条
件
に
従
い
、
代
理
人
を

通
じ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
対
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
形
式
で
作
成
さ
れ
た
書
面
に

よ
る
報
告
書
で
あ
っ
て
６
に
規
定
す
る
勘
定
に
係

る
取
引
に
関
す
る
も
の
を
提
出
す
る
こ
と
。

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
は
、
要
請
に
応

じ
、
日
本
国
政
府
に
対
し
、
計
画
に
関
す
る
必
要
な

情
報
を
提
供
す
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
は
、
生
産
物
の

海
上
輸
送
及
び
海
上
保
険
に
関
し
、
海
運
会
社
及
び

海
上
保
険
会
社
の
間
の
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
妨

げ
る
こ
と
の
あ
る
い
か
な
る
制
限
を
課
す
る
こ
と
も

差
し
控
え
る
。

生
産
物
又
は
役
務
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
か
ら

輸
出
さ
れ
、
又
は
再
輸
出
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

８

日
本
国
政
府
及
び
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関

は
、
こ
の
了
解
か
ら
又
は
こ
の
了
解
に
関
連
し
て
生
ず

る
こ
と
の
あ
る
い
か
な
る
事
項
に
つ
い
て
も
相
互
に
協

議
す
る
。

９

こ
の
了
解
の
実
施
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政

機
関
が
暫
定
合
意
に
従
っ
て
行
使
す
る
権
限
及
び
遂
行

す
る
責
任
の
範
囲
内
で
、
暫
定
合
意
に
従
っ
て
行
わ
れ

る
も
の
と
す
る
。

本
使
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
Ｐ
Ｌ
Ｏ
に
代
わ
っ
て

前
記
の
了
解
を
確
認
さ
れ
る
閣
下
の
返
簡
が
日
本
国
政
府

と
Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
の
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
閣
下

の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下

に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
二
十
六
年
二
月
十
五
日
に
ラ
マ
ッ
ラ
で

パ
レ
ス
チ
ナ
関
係
担
当
大
使
兼

対
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政
府

日
本
国
政
府
代
表
事
務
所
長

荒
池
克
彦

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政
府
の
た
め
に

エ
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ア
ン
ト
ン
・

サ
ラ
ー
メ
閣
下

（
パ
レ
ス
チ
ナ
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
長
官
は
、
本
日

付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
長
官
は
、
更
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構（
以
下「
Ｐ

Ｌ
Ｏ
」
と
い
う
。）に
代
わ
っ
て
前
記
の
了
解
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
閣
下
の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が
Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
日

本
国
政
府
と
の
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
こ
の

返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
長
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣

下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
二
十
六
年
二
月
十
五
日
に
ラ
マ
ッ
ラ
で

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政
府
の
た
め
に

エ
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ア
ン
ト
ン
・

サ
ラ
ー
メ

パ
レ
ス
チ
ナ
関
係
担
当
大
使
兼

対
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政
府

日
本
国
政
府
代
表
事
務
所
長

荒
池
克
彦
閣
下

〇
外
務
省
告
示
第
百
四
十
九
号

令
和
八
年
二
月
十
五
日
に
ラ
マ
ッ
ラ
で
、
緊
急
復
旧
計

画
（
フ
ェ
ー
ズ
２
）
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
書
簡

の
交
換
が
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
千
九
百

九
十
五
年
九
月
二
十
八
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
署
名
さ
れ
た

西
岸
及
び
ガ
ザ
地
域
に
関
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ

ナ
と
の
間
の
暫
定
合
意
（
以
下
「
暫
定
合
意
」
と
い
う
。）

に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
日
本
国
政
府
の
代
表
者
と
暫
定

合
意
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政

府
（
以
下
「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
」
と
い
う
。）の
た
め

に
暫
定
合
意
に
従
っ
て
行
動
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

（
以
下
「
Ｐ
Ｌ
Ｏ
」
と
い
う
。）の
代
表
者
と
の
間
で
、
日

本
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
の
間
の
友
好
協
力
関
係
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
日
本
国
の
経
済
協
力

に
関
し
て
最
近
行
わ
れ
た
討
議
に
言
及
す
る
光
栄
を
有
し

ま
す
。
本
使
は
、
更
に
、
前
記
の
討
議
の
結
果
と
し
て
日

本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
次
の
了
解
を
提
案
す
る
光
栄
を
有

し
ま
す
。

１

Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
を
通
じ
て
、
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
が
こ
の
了
解
の
条
件
に

従
う
こ
と
を
確
保
す
る
。

２

日
本
国
政
府
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
に
よ
る

緊
急
復
旧
計
画
（
フ
ェ
ー
ズ
２
）（
以
下
「
計
画
」
と

い
う
。）の
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
に
対
し
、
日
本
国

の
関
係
法
令
及
び
予
算
に
従
っ
て
、
四
十
一
億
円

（
四
、
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）の
贈
与（
以

下
「
贈
与
」
と
い
う
。）が
行
わ
れ
る
こ
と
を
決
定
し

た
。





令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
外
務
省
告
示
第
百
五
十
号

令
和
八
年
一
月
二
十
九
日
に
カ
ブ
ー
ル
で
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
に
お
け
る
地
域
社
会
の
主
導

に
よ
る
気
候
変
動
適
応
推
進
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す

る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

地
域
社
会
の
主
導
に
よ
る

気
候
変
動
適
応
推
進
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

十
四
億
七
千
四
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
九
年
二
月
二
十
八
日

４

署
名
者

日

本

側

正
本
謙
一
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
大
使
館
大
使

国
際
連
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
サ
ー
ビ
ス
機
関
側

ケ
イ
テ
ィ
・
ア
ン
・
ウ
ェ
ブ

リ
ィ
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事

務
所
代
表

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
八
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町
板
井

原
字
鈩
床
一
〇
八
〇
、
一
〇
八
一
、
字
谷
尻
一
一
〇
一

の
一
、
一
一
〇
一
の
二
、
一
一
〇
二
、
一
一
〇
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鳥

取
県
庁
及
び
日
野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
八
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
庄
原
市
東
城
町
小
串

字
中
山
五
一
二
二
の
一
、
甲
五
一
四
一
、乙
五
一
四
一
、

五
一
四
六
の
二
、
字
熊
坂
五
一
五
二
の
一
、
五
一
五
四

の
一
、
五
一
五
五
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
庄
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
八
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
北
九
州
市
門
司
区
上

藤
松
三
丁
目
一
三
四
九
の
一
・
一
三
五
一
の
一
（
以
上

二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
岡
県
庁
及
び
北
九
州
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
八
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区

大
字
母
原
字
小
松
野
一
六
二
二
・
一
六
二
四
・
一
六
二

五
・
一
六
三
五
の
二
・
一
六
三
六
の
二
・
一
六
四
五

（
以
上
六
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

一

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

二

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

三

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
岡
県
庁
及
び
北
九
州
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
筑
紫
野
市
大
字
山
家

一
二
〇
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
岡
県
庁
及
び
筑
紫
野
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
筑
紫
野
市
大
字
山
口

三
三
四
八
、
三
四
〇
一
の
四
、
三
四
〇
一
の
二
〇
、
三

四
三
三
、
三
四
三
六

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

一

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。大

字
山
口
三
三
四
八
・
三
四
〇
一
の
四
・
三
四

〇
一
の
二
〇
・
三
四
三
三
・
三
四
三
六
（
以
上
五

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

三

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

四

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
岡
県
庁
及
び
筑
紫
野
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
い
わ
き
市
（
国
有

林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。





令和年月日 火曜日 第号官 報
二

保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
い
わ
き
市
（
国
有

林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
庁
及
び
い
わ
き
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町

東
納
庫
字
川
宇
連
山
一
の
七
七
・
二
の
四
・
二
の
五

六
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
一
の
八
七
、
一
の
九
二
、
一
の
一
七
六
、
二

の
八
七
、
字
堂
ケ
平
一
三
の
三
、
一
三
の
四
、
西
納

庫
字
本
洞
一
の
八
〇
・
一
の
一
一
〇
（
以
上
二
筆
に

つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
の
一
一

一
、
一
の
一
一
二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
設
楽
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
田
村
市
船
引
町
上
移

字
下
道
四
七
の
四
二
、
四
七
の
四
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

島
県
庁
及
び
田
村
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町

東
納
庫
字
竹
屋
敷
一
一
、
字
川
宇
連
山
一
の
一
四
、

一
の
四
七
、
一
の
六
六
、
一
の
二
一
七
、
字
大
野
山

二
の
六
、
二
の
二
五
〇
、
二
の
二
五
八
、
二
の
二
五

九
、
西
納
庫
字
井
ノ
口
二
二
の
七
四
、二
二
の
七
五
、

二
二
の
九
五
、
二
二
の
一
一
一
、
二
二
の
一
一
二
、

二
二
の
一
一
五
、
二
二
の
一
一
八
（
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町
大
字

貝
守
字
丁
塚
四
二
の
五
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
青
森
県
庁
及
び
三
戸
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
湯
沢
市
稲
庭
町
字
関

沢
六
、
一
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

関
沢
六
・
一
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
上
浮
穴
郡

万
高
原

町
柳
井
川
字
稲
村
八
五
六
九
、
八
五
七
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

稲
村
八
五
六
九
・
八
五
七
五
（
以
上
二
筆
に

つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
媛
県
庁
及
び

万
高
原
町
役

場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
西
予
市
宇
和
町
明
間

三
四
六
四
、
三
四
九
九
か
ら
三
五
〇
三
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。宇

和
町
明
間
三
四
六
四
・
三
四
九
九
か
ら
三
五

〇
一
ま
で
・
三
五
〇
三
（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
媛
県
庁
及
び
西
予
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





一

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

酒
井

淳

変
更
後

山
川

豊
治

二

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
四
月
一
日

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

守
口
市
八
雲
東
町
二
丁
目
二
七
七
番

二
か
ら
大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
三

番
ま
で

Ａ

二
一
六
五
〜

七
二
二
五
一
〇
八
五
八

上
記
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
及
び
Ｅ
は
、
関
係

図
面
に
表
示
す
る
敷

地
の
区
分
を
い
う
。

Ｂ

二
二
一
〇
〜

四
〇
六
〇

一
八
一
一

前

Ｃ

一
八
一
九
〜
一
一
一
四
七

一
一
四
九

Ｄ

二
九
五
〇

二
九
六
九

Ｅ

二
〇
七
九
〜

二
九
五
三

〇
九
一
一

Ａ

二
一
六
五
〜

七
二
二
五
一
〇
八
五
八

Ｂ

二
五
七
〇
〜

四
八
五
〇

一
八
一
一

後

Ｃ

一
八
一
九
〜
一
一
一
四
七

一
一
四
九

Ｄ

二
九
五
〇

二
九
六
九

Ｅ

二
〇
七
九
〜

二
九
五
三

〇
九
一
一

令和年月日 火曜日 第号官 報

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
秋
田
県
庁
及
び
湯
沢
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

道
路
の
区
域
の
う
ち
立
体
的
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

大
阪
市
城
東
区
古
市
一
丁
目
九
番
一
七
か
ら
同
市
都
島
区
毛

馬
町
一
丁
目
一
九
七
番
ま
で

前後

二
〇
・
七
九
〜
二
九
・
五
三

二
〇
・
七
九
〜
二
九
・
五
三

三
・
八
八
〇

三
・
八
八
〇

図
面
縦
覧
場
所

近
畿
地
方
整
備
局
、
同
局
浪
速
国
道
事
務
所
及
び
同
局
大
阪
国
道
事
務
所

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
横
手
市
山
内
三
又
字

二
タ
瀬
一
〇
二
の
一
、山
内
南
郷
字
赤
平
三
七
の
一（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

二
タ
瀬
一
〇
二
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
字
赤
平
三
七
の
一

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
秋
田
県
庁
及
び
横
手
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
俵
峰
字

大
多
和
一
二
二
一
、
一
二
二
六
、
字
唐
沢
一
二
二
七
、

字
清
水
頭
一
二
二
八
、
一
二
二
九
、
字
南
金
沢
一
二
三

〇
、
一
二
三
一
、
一
二
三
二
の
一
、
一
二
三
二
の
二
、

一
二
三
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
静

岡
県
庁
及
び
静
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
九
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
熊
野
市
飛
鳥
町
佐
渡

字
寺
ノ
上
七
四
九
、
七
五
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
三

重
県
庁
及
び
熊
野
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
観
光
庁
告
示
第
四
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
十
二
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
阪
急
交
通

社
（
登
録
研
修
機
関
第
二
十
六
号
）
か
ら
代
表
者
の
氏
名
を
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
二
条
の
二
十

八
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

観
光
庁
長
官

村
田

茂
樹

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

齋
藤

博
之

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

一
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
号

肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
五
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令

和
八
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
黒
毛
和
種
及
び
褐
毛
和
種
以
外
の
肉
専
用
種
の
品
種
に

あ
っ
て
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
）
に
係
る
平
均
売
買
価
格
を
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

品

種

平
均
売
買
価
格
（
消
費
税
額
分
を
含
む
。）

黒
毛
和
種

一
頭
に
つ
き
、
八
〇
四
、
〇
〇
〇
円

褐
毛
和
種

一
頭
に
つ
き
、
七
〇
九
、
八
〇
〇
円

黒
毛
和
種
及
び
褐
毛
和
種
以
外
の
肉
専
用
種
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
三
八
六
、
五
〇
〇
円

乳
用
種
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
二
四
一
、
三
〇
〇
円

肉
専
用
種
と
乳
用
種
の
交
雑
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
四
六
八
、
九
〇
〇
円





国
会
事
項

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

齋
藤

博
之

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

百
七
十
五
号
及
び
四
百
二
十
七
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

小
野
市
池
尻
町
字
山
添
江
五
六
〇
番
三
か
ら
同
市
市
場
町
字

南
山
九
二
六
番
三
四
一
ま
で

前後

三
四
二
六
〜
一
二
六
一
〇

三
四
二
六
〜

八
三
六
九

〇
・
九
六
〇

〇
・
九
六
〇

図
面
縦
覧
場
所

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
兵
庫
国
道
事
務
所

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

齋
藤

博
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

百
七
十
五
号

小
野
市
池
尻
町
字
山
添
江
五
六
〇
番
三
か
ら
同
市
市
場
町
字
南
山

九
二
六
番
三
四
一
ま
で

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
兵

庫
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
五
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

九
州
地
方
整
備
局
長

垣
下

禎
裕

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
百
九
十
七
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

佐
世
保
市
早
苗
町
八
七
四
番
二
地
内

前後

三
九
・
五
四
〜
四
二
・
一
五

三
九
・
五
四
〜
四
四
・
五
八

〇
・
〇
〇
九

〇
・
〇
〇
九

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
崎
河
川
国
道
事
務
所

衆

議

院

議
案
受
領

四
月
十
七
日
参
議
院
か
ら
受
領
し
た
内
閣
提
出
案
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処

罰
に
関
す
る
法
律
及
び
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

報
告
書
受
領

四
月
十
七
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す

る
法
律
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
令
和
七
年
一
月

一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る

同
法
の
施
行
状
況
に
関
す
る
報
告

又
同
日
内
閣
を
経
由
し
て
法
務
大
臣
平
口
洋
か
ら
、
次

の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

破
壊
活
動
防
止
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
令
和

七
年
団
体
規
制
状
況
の
年
次
報
告

参

議

院

議
案
送
付

四
月
十
七
日
次
の
内
閣
提
出
案
を
衆
議
院
に
送
付
し

た
。南

極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処

罰
に
関
す
る
法
律
及
び
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

質
問
主
意
書
提
出

四
月
十
七
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。自

由
民
主
党
大
会
に
お
け
る
陸
上
自
衛
官
の
歌
唱
と
政

治
的
中
立
性
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
垣
の
り
こ

提
出
）（
第
三
五
号
）

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
が
患
者
の
意
向
に
沿
う
も

の
で
あ
る
と
い
う
総
理
答
弁
と
破
滅
的
医
療
支
出
と
の

関
係
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
垣
の
り
こ
提
出
）（
第

三
六
号
）

警
察
官
及
び
自
衛
官
の
勤
務
時
間
外
に
お
け
る
制
服
着

用
義
務
に
係
る
規
律
の
不
均
衡
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
石
垣
の
り
こ
提
出
）（
第
三
七
号
）

答
弁
書
受
領

四
月
十
七
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
塩
村
あ
や
か
提
出
生
殖
補
助
医
療
に
係
る

保
険
適
用
の
回
数
制
限
緩
和
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書
（
第
二
九
号
）

参
議
院
議
員
石
垣
の
り
こ
提
出
原
子
力
発
電
所
の
再
稼

働
及
び
使
用
済
核
燃
料
の
管
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書
（
第
三
〇
号
）

参
議
院
議
員
石
垣
の
り
こ
提
出
原
子
力
事
業
者
に
お
け

る
内
部
通
報
制
度
及
び
公
益
通
報
者
保
護
制
度
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
三
一
号
）

参
議
院
議
員
石
垣
の
り
こ
提
出
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に

お
け
る
基
準
地
震
動
策
定
に
係
る
不
適
切
事
案
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
三
二
号
）

報
告
書
受
領

四
月
十
七
日
内
閣
か
ら
、
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を

行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
三
十
一
条
の
規
定

に
基
づ
く
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
法
の
施
行
状
況
の
報
告
を
受
領

し
た
。

ま
た
、
同
日
内
閣
を
経
由
し
て
法
務
大
臣
か
ら
、
破
壊

活
動
防
止
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
令
和
七
年
団

体
規
制
状
況
の
年
次
報
告
を
受
領
し
た
。

〇
叙
位（

長
崎
大
学
名
誉
教
授
）

六
反
田

篤

正
四
位
に
叙
す
る

吉
本

宏

従
四
位
に
叙
す
る

西
谷

安
夫

正
五
位
に
叙
す
る

高
木

俊
明

高
田

浩
士

則
松
郁
三
郎

東
盛

永

福
田

光
宏

細
川

俊
一

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

栗
原

武
雄

炭
野

智

東

正
治

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

泉

正
博

遠
藤

脩

小
松
崎
安
雄

櫻
井

憲
雄

藤
原

繁

本
武

義
昭

溝
口

誠
也

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

生
方

定
雄

正
七
位
に
叙
す
る

清
水
喜
久
雄

森
田

千
勝

山
本

六
年

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
二
日
）

上
田

順
康

川
原

道
治

佐
藤

俊
雄

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

片
野

賢
信

小
西

輝
彦

佐
野

光
甫

藤
巻

幹
郎

前
田

實

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

阿
部

貞
一

佐
藤

進

須
賀

熙

谷
川

和
信

野
村

信
夫

平
野

正
房

藤
田

利
明

古
田

賢
造

正
田

博
則

松
田

宏

松
本

務

三
浦

恒
男

渡
邉

宏
夫

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

後
藤

一
夫

村
上

三
男

矢
島

哲
也

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）青

木

清
重

鎌
田

幹
雄

佐
藤

仁
志

松
村

隆
男

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
三
日
）





令和年月日 火曜日 第号官 報

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

岡
野

健

従
四
位
に
叙
す
る

白
須

康
弘

従
五
位
に
叙
す
る

阿
座
上
正
士

泉
川

良
文

加
藤

勝

進
藤

鐘
一

鈴
木

博

増
田

吉
助

宮
崎

芳
雄

宮
田

眞

村
上

一
清

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

鬼
澤

武
男

金
井
塚
友
雄

齋
藤

紀
生

須
崎

潤

高
橋

定
輝

竹
内

俊
彦

根
本

勝
利

増
原

博
司

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）伊

澤

修

庄
司

義
広

長
谷
川
勝
利

山
西

博
視

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）藤

田

安
雄

彌
榮
敬
一
郎

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
四
日
）

（
兵
庫
県
立
大
学
名
誉
教
授
）

菊
本

義
治

正
四
位
に
叙
す
る

佐
々
木
一
十
郎

正
五
位
に
叙
す
る

冨
所

陽
一

従
五
位
に
叙
す
る

石
子

裕
朗

北
村

智
生

末
國

徹
也

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

荒
井

靖
枝

片
山

茂

加
藤

弘
已

川
瀬

圭
介

古
跡

透

斉
藤

久
夫

鈴
木

彬

竹
永

義
和

礪
波

武
士

柳
澤

和
政

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

（
千
葉
県
警
部
）

外
記

章
智

齋
藤

保

鈴
木

則
男

諏
訪
部
彰
三

野
元

正
志

松
島

勝
雄

（
一
等
海
尉
）

丸
山

恭
彦

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）阿

部

義
雄

沖
田

侑

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
五
日
）

沢
村

末
義

従
六
位
に
叙
す
る

野
俣

徹

正
七
位
に
叙
す
る

（
横
浜
市
消
防
司
令
）

大
谷

俊
明

佐
久
間
敏
男

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
六
日
）

岸
本

健
治

正
五
位
に
叙
す
る

慶
世
村
清
記

従
六
位
に
叙
す
る

出
雲

俊
彦

高
橋

誠
一

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

（
小
牧
市
消
防
司
令
長
）

眞
塩

智
幸

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
三
月
十
七
日
）

田
並

胤
明

従
四
位
に
叙
す
る

堀
内

茂
夫

正
五
位
に
叙
す
る
（
以
上
三
月
十
八
日
）

松
本

純

従
三
位
に
叙
す
る

坂
本

久
雄

鈴
木

茂
雄

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
九
日
）

澤
内

修
一

正
七
位
に
叙
す
る
（
三
月
二
十
日
）

〇
叙
勲

小
林

健
一

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
三
月
十
三
日
）

鬼
久
保
勝
臣

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
三
月
十
四
日
）

城

一
郎

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
三
月
十
五
日
）

西
谷

安
夫

細
川

俊
一

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

炭
野

智

高
木

俊
明

高
田

浩
士

則
松
郁
三
郎

福
田

光
宏

藤
原

繁

溝
口

誠
也

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

菊
地

政
男

清
水
喜
久
雄

山
本

六
年

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
二
日
）

阿
部

貞
一

後
藤

一
夫

佐
藤

俊
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

粟
野

茂

鎌
田

幹
雄

佐
藤

仁
志

松
本

務

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
三
日
）

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

岡
野

健

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

泉
川

良
文

加
藤

勝

金
井
塚
友
雄

庄
司

義
広

須
崎

潤

西
野

隆
夫

長
谷
川
勝
利

増
田

吉
助

宮
田

眞

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

藤
崎

直
司

彌
榮
敬
一
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
四
日
）

荒
井

靖
枝

石
子

裕
朗

北
村

智
生

末
國

徹
也

諏
訪
部
彰
三

松
島

勝
雄

（
一
等
海
尉
）

丸
山

恭
彦

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

沖
田

侑

（
千
葉
県
警
部
）

外
記

章
智

鈴
木

則
男

柳
澤

和
政

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
五
日
）

（
横
浜
市
消
防
司
令
）

大
谷

俊
明

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
三
月
十
六
日
）

慶
世
村
清
記

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

高
橋

誠
一

（
小
牧
市
消
防
司
令
長
）

眞
塩

智
幸

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
三
月
十
七
日
）

鈴
木

茂
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
三
月
十
九
日
）

澤
内

修
一

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
三
月
二
十
日
）

〇
叙
勲

神
田

米
三

都
築

静
雄

當
山

清
林

間
所

恒
克

安
田

輝
男

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

安
達

正
樹

有
賀

悌
三

飯
干

和
昭

石
沢

春
信

伊
林

康
男

井
本

芳
孝

大
野

昇

尾
鍋

裕
信

梶
原

徹

菊
地

良
夫

來
島

勝
治

原

克
己

倉
内

睦
夫

越
川

純
幸

後
藤

次
雄

齊
藤

明
男

齊
藤
美
代
子

坂
本

勝
利

佐
藤

雅
一

杉
山

弘
昭

関

勝

高
田

松
生

高
橋

信
也

高
柳
勝
太
郎

武
田

典
一

田
中

茂

中
山

休

長
安

昭
男

野
本

修
身

橋
本

勝
治

鳩
貝

道
夫

東
山

史
男

樋
口

戌

平
澤

春
光

平
松

憲
子

福
家

良
治

細
谷

昌
弘

松
山

外
信

宗
綱

義
則

矢
野

眸

山
口

一
元

山
口

靜
雄

山
下

義
徳

山
田

展
樹

八
幡

益
晴

横
木

文
雄

吉
賀

稔

與
那
嶺
吉
正

我
田

恭
平

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

佐
々
木
喜
之

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

猪
飼

通
夫

大
島

赳

大
友

禧
夫

加
藤

榮
一

鹿
野

憲
明

川
久
保
秀
彦

越
野

兵
司

下
村

和
彦

高
谷

孝
二

田
島

忠
彦

福
井

意
二

村
上

貞
夫

室

英
太
郎

柳

孝
市

山
田
富
士
雄

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

青
島
美
佐
子

青
田

義
政

秋
山

末
司

朝
岡

晃
一

浅
野

吉
正

有
馬

求

安
藤

進

安
藤

瑞
也

飯
倉

治
雄

飯
田

武
士

池
谷

英
生

石
川
松
一
郎

石
川
正
次
郎

石
川

優

石
橋

凱
夫

磯
谷
權
次
良

磯
谷

弘
美

井
田

禮
喜

一
柳

育
男

伊
藤

哲
哉

井
上
貴
美
子

井
上

清

井
内

功

今
岡

正
俊

今
松

英
三

岩
島

義

岩
間

勉

井
邊

徹

上
田

正
衞

梅
津

進

梅
村

元
雄

遠
藤

治
夫

大
久
保
賀
也

大
熊
芙
美
江

大
嶋

浩
子

大
城

誠

大
漉

武
徳

太
田

豊

大
竹

俊
博

大
槻

尚
之

大
貫

巖

大
貫

芳
雄

大
本

進
一

大
守

公
男

岡
村

利
夫

岡
本

寛
二

岡
安

庄
司

尾
方

敬
二

奥
村

學

長
田

功

小
田

義
典

小
貫

義
夫

小
野

榮

小
原

忠
良

海
内

貞
行

風
間

康
男

糟
谷

早
苗

片
桐

登

勝
田

清
郎

加
藤

輝
夫

加
藤

博

上
遠
野
一
也

門
屋

宏
樹

神
山

孝

亀
澤

幸
章

河
合
美
智
子

川
口

鎮
雄

川
添

孝
史

河
田

捷
一

河
本

哲
男

菊
池

伸
雄

菊
地

久
男

木
下

俵
治

京
極

敏

清
蔭

威
子

切
田

正
憲

釘
村
美
千
也

工
藤

栄
臣

久
保

竹
雄

倉
田

一
幸

倉
野
十
三
男





皇 室 事 項

資 料

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

藏 元 等 栗 本 豊 黒 川 健

黒 田 章 義 小 泉 秀 善 小 久 保 孝 敏

小 谷 明 毅 児 玉 壽 一 小 西 靖 子

小 林 光 清 小 守 潮 小 森 田 透

小 山 和 彦 小 山 清 春 近 藤 明

後 藤 律 而 佐 伯 久 文 齋 藤 一 郎

齊 藤 義 三 齊 藤 博 齋 藤 道 子

酒 井 賢 坂 口 邦 夫 坂 田 巍

阪 牧 哲 夫 坂 本 和 美 佐 久 間 信 敏

櫻 井 信 文 酒 匂 義 政 佐 々 木 修 悦

佐 々 木 紀 佐 藤 宇 一 佐 藤 勝 江

佐 藤 健 佐 藤 忠 三 佐 藤 富 雄

佐 藤 義 次 佐 藤 亮 子 佐 野 壽 治

佐 世 和 彦 塩 崎 庸 雄 篠 田 春 海 子

篠 原 守 柴 多 美 子 柴 田 功

芝 田 武 司 柴 田 樹 彌 柴 田 民 雄

島 本 幸 典 清 水 正 夫 白 石 義 信

神 馬 脩 末 吉 一 雄 杉 浦 郁 雄

杉 森 良 雄 杉 山 勝 俊 鈴 木 健 一

鈴 木 真 照 鈴 木 節 子 鈴 木 武 男

鈴 木 輝 久 鈴 木 稔 須 藤 定 之 助

鷲 見 学 瀬 戸 下 勝 男 曽 根 孝 之

高 瀬 英 雄 高 橋 賢 昉 高 橋 定 昭

高 橋 三 郎 高 橋 寅 彦 高 橋 東 夫

高 橋 膺 志 滝 沢 通 雄 田 口 伝 兵 衛

竹 内 勲 竹 澤 永 好 竹 村 惠 一 郎

巽 勝 田 中 克 美 田 中 伸 憲

田 中 幸 雄 田 邊 邦 男 田 邉 之 雄

谷 本 史 郎 田 野 キ ヨ エ 田 渕 隆 男

玉 利 勝 也 田 村 忠 博 千 葉 博 之

塚 本 克 已 塚 本 道 廣 圓 谷 博

徳 田 博 之 飛 澤 忠 友 田 誠

中 嶋 孝 志 中 瀬 雅 雄 中 津 川 昌 義

中 溝 喜 隆 中 村 剛 中 村 柳 三

中 山 猛 志 中 山 紀 子 長 岡 俊 隆

永 岡 祐 四 郎 永 田 瑞 穗 長 嶺 實

新 妻 護 諭 新 野 道 夫 新 原 昇

西 久 保 信 博 西 牧 英 二 二 瓶 修

丹 羽 清 野 口 周 男 野 田 純 一

野 町 和 野 村 武 司 萩 谷 千 勝

橋 本 貞 吉 秦 近 文 八 田 聰

花 田 吉 男 濱 嵜 守 林 勝 之

速 水 瞳 原 田 峯 生 東 島 重 之

樋 口 彌 肥 田 嘉 昭 日 野 隆

平 尾 靖 邦 平 田 都 平 山 貞 吉

福 井 大 祐 福 島 千 代 子 福 田 弘 剛

富 士 尚 武 藤 井 精 一 藤 井 貞 二

藤 木 孝 夫 藤 根 福 幸 藤 本 哲 夫

藤 本 光 幸 藤 森 喜 子 舩 木 久 雄

古 川 信 之 古 木 米 治 細 田 今 朝 男

細 矢 春 吉 堀 尾 と よ 子 本 多 勝 男

牧 内 和 豁 増 田 章 一 松 井 弘 志

松 崎 逸 郎 松 崎 和 男 松 田 修 宏

松 本 誠 也 松 本 良 廣 松 山 曉 子

丸 山 紀 久 男 三 浦 晴 六 三 浦 直 勝

三 上 克 郎 三 上 省 三 見 世 吉 憲

味 田 甚 一 郎 三 野 原 厚 宮 川 精 治

宮 城 良 盛 宮 武 宏 之 武 藤 忠 義

村 井 勝 巳 村 上 孝 枝 村 上 達 彌

村 上 敏 彦 村 崎 多 壽 子 村 山 輝 穂

持 田 勝 美 森 保 二 森 下 富 夫

森 山 桂 輔 門 間 光 雄 矢 澤 希 一

屋 代 榮 二 安 田 達 男 安 福 長 勳

山 内 茂 山 岡 弘 山 岸 一 郎

山 口 清 山 口 博 視 山 崎 淳 男

山 崎 三 郎 山 下 堅 司 山 下 慶 次

山 下 惠 三 山 下 允 康 湯 田 耕 衞

喜 岡 進 吉 田 博 葭 田 衛

吉 野 壽 一 吉 野 利 廣 吉 野 幸 男

若 澤 貢 渡 邊 厚 一 渡 辺 康 次 郎

渡 邉 進 渡 邉 碩 男 渡 邊 忠 昭

渡 部 豊 綿 引 定 則 和 田 京 子

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

井 上 利 國 榎 本 忠 男 木 塚 順 夫

小 林 義 顯 小 山 巖 鈴 木 孟

多 田 治 郎 兵 衞 濱 田 喜 代 隆 前 野 正 利

松 井 浩 松 尾 清 深 松 下 勇

松 田 博 好 山 田 素 直

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 四 月 一 日 ）

御 祝 電
天 皇 陛 下 は 、 ジ ン バ ブ エ の 独 立 記 念 日 に つ き 、

四 月 十 七 日 同 国 大 統 領 閣 下 へ 御 祝 電 を 発 せ ら れ

た 。

令和８年２月中国際収支状況（速報）
財 務 省
(単位：億円、％)

項 目 ２ 月 前 月 前 年 同 月
貿 易 ・ サ ー ビ ス 収 支 －168 －13,157 5,242
(対 前 年 同 月 比) ( ) ( －60.7) ( )
貿 易 収 支 2,676 －6,004 8,099
(対 前 年 同 月 比) ( －67.0) ( －79.0) ( )
輸 出 93,722 90,445 91,127
(対 前 年 同 月 比) ( 2.8) ( 18.4) ( 10.4)
輸 入 91,046 96,448 83,029
(対 前 年 同 月 比) ( 9.7) ( －8.1) ( －2.2)
サ ー ビ ス 収 支 －2,845 －7,153 －2,857
(対 前 年 同 月 比) ( －0.4) ( 43.8) ( 146.6)
第 一 次 所 得 収 支 42,403 27,360 37,986
(対 前 年 同 月 比) ( 11.6) ( －22.2) ( 8.9)
第 二 次 所 得 収 支 －2,908 －4,893 －3,844
(対 前 年 同 月 比) ( －24.4) ( 4.4) ( －2.4)
経 常 収 支 39,327 9,310 39,384
(対 前 年 同 月 比) ( －0.1) ( ) ( 43.2)
資 本 移 転 等 収 支 －296 －110 －421

直 接 投 資 14,572 14,489 15,474
証 券 投 資 －119,298 －95,721 51,941
金 融 派 生 商 品 7,081 7,314 249
そ の 他 投 資 133,474 66,201 －53,082
外 貨 準 備 6,594 2,545 5,530

金 融 収 支 42,423 －5,171 20,111
誤 差 脱 漏 3,393 －14,371 －18,851
（備考） 四捨五入のため、合計に合わないことがある。

 金融収支の符号は、＋は純資産（資産－負債）の増加、－は同減少を示す。
令和７年 10～ 12 月中国際収支状況（第２次速報）

財 務 省
(単位：億円、％)

項 目 10 月 11 月 12 月 10 ～ 12 月
貿 易 ・ サ ー ビ ス 収 支 －2,785 5,973 －1,683 1,505
(対 前 年 同 月 〈期〉 比) ( －3.5) ( 49.3) ( ) ( －21.2)
貿 易 収 支 104 5,950 1,177 7,232
(対前年同月〈期〉比) ( ) ( 202.7) ( 0.6) ( 198.2)
輸 出 96,969 93,974 99,507 290,450
(対前年同月〈期〉比) ( 1.7) ( 3.7) ( 3.4) ( 2.9)
輸 入 96,865 88,024 98,330 283,219
(対前年同月〈期〉比) ( 0.9) ( －0.7) ( 3.4) ( 1.2)
サ ー ビ ス 収 支 －2,889 22 －2,860 －5,727
(対前年同月〈期〉比) ( 32.9) ( －98.9) ( 662.6) ( 1,011.7)
第 一 次 所 得 収 支 34,580 33,684 13,524 81,788
(対 前 年 同 月 〈期〉 比) ( 8.5) ( －0.2) ( 6.5) ( 4.4)
第 二 次 所 得 収 支 －4,360 －2,893 －2,587 －9,840
(対 前 年 同 月 〈期〉 比) ( －19.8) ( －38.4) ( －10.4) ( －24.4)
経 常 収 支 27,435 36,764 9,254 73,453
(対 前 年 同 月 〈期〉 比) ( 16.6) ( 11.2) ( －12.8) ( 9.3)





公 告
名 称

本店の所在地

登 録 番 号

営業廃止年月日

大阪府医師協同組合

大阪市中央区上本町西三丁目１番５号

近畿（ク）第11号

令和８年３月31日

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

資 本 移 転 等 収 支 －167 －272 －141 －579
直 接 投 資 41,359 22,942 10,263 74,565

証 券 投 資 －159,270 －4,423 19,849 －143,845
金 融 派 生 商 品 9,035 11,045 8,506 28,586

そ の 他 投 資 115,810 1,659 －40,390 77,079

外 貨 準 備 3,696 6,808 7,930 18,435

金 融 収 支 10,630 38,031 6,158 54,819

誤 差 脱 漏 －16,638 1,539 －2,956 －18,055
（備考） 四捨五入のため、合計に合わないことがある。

 金融収支の符号は、＋は純資産（資産－負債）の増加、－は同減少を示す。

諸 事 項

登録を受けたクレジットカード番号等取扱契約締結事業者の営
業の廃止に関する公示

割賦販売法（昭和36年法律第159号。以下「法」という。）第35条の17の２の登録をした者から、法
第35条の17の14の規定に基づく営業廃止の届出があったので、法第35条の17の13の規定及び割賦販売
法施行規則（昭和36年通商産業省令第95号）第133条の12の規定に基づき、次のとおり公示する。
令和８年４月 21 日 近畿経済産業局長 武田 家明

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始

破産手続における保全管理命令

破産手続における包括的禁止
命令






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令和年月日 火曜日 第号官 報

破
産
手
続
終
結





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結及び免責許可決定

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

書面による計算報告






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

特別清算開始

令和8年（ヒ）第3013号
大阪市中央区安土町３丁目４番５号
清算株式会社 菱栄商事株式会社
代表清算人 門 雅章
１ 決定年月日 令和8年4月2日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部
令和８年（ヒ）第７号
兵庫県姫路市飾磨区構四丁目５５番地
清算株式会社 株式会社ＩＳＤ
代表清算人 伊勢田 大樹
１ 決定年月日 令和８年４月３日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

神戸地方裁判所姫路支部

特別清算終結

令和７年（ヒ）第２０８４号
東京都港区西新橋１丁目６番13号 柏屋ビル
清算株式会社 株式会社浅野製作所
１ 決定年月日 令和８年４月６日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第２号
沖縄県那覇市樋川一丁目１３番６号
清算株式会社 株式会社柏豊物産
１ 決定年月日 令和８年４月６日
２ 主 文 本件特別清算手続を終結する。

那覇地方裁判所民事第３部

監 督 命 令

再生手続開始

再生手続終結

小規模個人再生による再生手
続開始






令和年月日 火曜日 第号官 報

小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
書
面
決

議
に
付
す
る
決
定
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令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 火曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
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こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
九
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
二
〇
頁
（
号
外
第
二
一
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
五
日

掲
載
頁

四
十
五
頁
（
号
外
第
六
十
八
号
）

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
大
田
区
羽
田
旭
町
一
〇
番
一
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
梓
設
計

代
表
取
締
役
社
長

有
吉

匡

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
丁
目
三
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
柳
澤
孝
彦
タ
ッ
ク
建
築
研
究
所

代
表
取
締
役

篠
田

隆

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
六
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h
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p
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.jp
/

（
乙
）h
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p
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/

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
江
戸
川
区
西
篠
崎
二
丁
目
三
番
五
号

（
甲
）
セ
ン
コ
ー
エ
ー
ラ
イ
ン
ア
マ
ノ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
井

辰
巳

千
葉
県
市
川
市
二
俣
新
町
二
二
番
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
プ
リ
テ
ィ
ポ
ー
タ
ー
ズ

代
表
取
締
役

藤
井

辰
巳

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
六
日

掲
載
頁

五
十
二
頁
（
号
外
第
九
十
号
）

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
八
王
子
市
高
倉
町
四
九
番
地
三

（
甲
）
Ｏ
Ｊ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杉
本

繁
実

東
京
都
八
王
子
市
高
倉
町
四
九
番
地
三

（
乙
）
Ｏ
Ｍ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杉
本

繁
実

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

九
頁

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
六
日

掲
載
頁

五
十
二
頁
（
号
外
第
九
十
号
）

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
八
王
子
市
高
倉
町
四
九
番
地
三

（
甲
）
Ｏ
Ｍ
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株

式
会
社

代
表
取
締
役

杉
本

繁
実

東
京
都
八
王
子
市
高
倉
町
四
九
番
地
三

（
乙
）
Ｏ
Ｊ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杉
本

繁
実

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
一
日

掲
載
頁

一
三
四
頁
（
号
外
第
一
五
〇
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
四
日

掲
載
頁

七
十
二
頁
（
号
外
第
一
五
四
号
）

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
日
吉
七
丁
目
一
五
番
一

四
号

（
甲
）
ト
オ
カ
ツ
フ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
田

篤
治

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
丁
目
二
五
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
日
清
製
粉
デ
リ
カ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

代
表
取
締
役

池
田

晋
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
日

掲
載
頁

五
十
二
頁
（
号
外
第
一
五
九
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
四
九
頁
（
号
外
第
一
四
八
号
）

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

岐
阜
市
吉
津
町
二
丁
目
一
番
地

（
甲
）
し
ん
き
ん
総
合
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
藤

智
之

岐
阜
市
吉
津
町
二
丁
目
一
番
地

（
乙
）
ぎ
ふ
し
ん
総
合
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
藤

智
之

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
六
月
一
日
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.sen
k
o
g
ro
u
p
h
d
.co
.jp
/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.sen
k
o
g
ro
u
p
h
d
.co
.jp
/

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
江
戸
川
区
西
篠
崎
二
丁
目
三
番
五
号

（
甲
）
セ
ン
コ
ー
エ
ー
ラ
イ
ン
ア
マ
ノ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
井

辰
巳

福
岡
市
東
区
箱
崎
ふ
頭
五
丁
目
一
番
四
〇
号
セ
ン

コ
ー
㈱
九
州
主
管
支
店
内
二
階

（
乙
）
株
式
会
社
サ
ポ
ロ
ジ

代
表
取
締
役

大
瀬
麻
衣
子

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

名
古
屋
市
中
区
新
栄
二
丁
目
一
二
番
七
号

フ
ィ
ー
ル
ド
シ
テ
ィ
ー
新
栄
第
一

五
Ａ

（
甲
）
合
同
会
社
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ル

代
表
社
員

瀬
田

正
一

愛
知
県
刈
谷
市
高
津
波
町
一
丁
目
三
一
〇
番
地

（
乙
）
合
同
会
社
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
開
発

代
表
社
員

瀬
田

正
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。な
お
、

最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.d
c -in
n
o
v
a
tio
n
.jp
/

d
ck
o
u
k
o
k
u
/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.d
c -in
n
o
v
a
tio
n
.jp
/

a
tk
o
u
k
o
k
u
/

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

岡
山
県
岡
山
市
北
区
十
日
市
西
町
四

三
七

（
甲
）
株
式
会
社
Ｄ
Ｃ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

黑
田

展
弘

岡
山
県
岡
山
市
北
区
十
日
市
西
町
四

三
七

（
乙
）
株
式
会
社A

n
t.P
a
ck

代
表
取
締
役

黑
田

展
弘





令和年月日 火曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
産
業
機
械
ビ
ジ

ネ
ス
に
係
る
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
十
一
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
五
十
号
）

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

長
崎
市
田
中
町
五
八
五
番
地
三

（
甲
）
ア
イ
テ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

市
川
誠
一
郎

長
崎
市
興
善
町
六
番
七
号

（
乙
）
ア
イ
テ
ィ
ー
ア
イ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

市
川
誠
一
郎

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
明
宝
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

埼
玉
県
深
谷
市
東
方
三
七
五
〇

一
Ｓ
Ｋ
Ｍ
マ
ン

シ
ョ
ン
五
号
館
二
〇
一
号

明
宝
合
同
会
社

代
表
社
員

千
原

明
宏

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
弁
天
一

三

六

一
階

合
同
会
社
ａ-

ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

代
表
社
員

秋
篠

秀
弥

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
品
川
区
北
品
川
五
丁
目
三
番
一
号
パ
ー
ク

シ
テ
ィ
大
崎
ザ
・
タ
ワ
ー
七
一
〇
号
室

合
同
会
社
Ｉ
ｒ
ｉ
ｓ

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ

代
表
社
員

前
川
彩
友
美

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一

一
二

四
Ｎ
＆
Ｅ
Ｂ
Ｌ

Ｄ
．
七
階

合
同
会
社
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ

代
表
社
員

山
本

大
希

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
二
十
二
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
櫻
井
機
創
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と

し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
一
丁
目
三

一
一富

士
見
デ
ュ
ー
プ
レ
ッ
ク
ス
B

’s

四
階

合
同
会
社
櫻
井
機
創
ウ
ェ
ル
ネ
ス

代
表
社
員

濱
田

初
佳

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
二
十
二
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
や
ま
ぶ
き
不
動
産
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
二
三
番
四
号
桑
野

ビ
ル
二
階

Ｎ
ｅ
ｗ
Ｍ
ｅ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

杉
本

歩
夢

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
八
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
協
伸
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

香
川
県
三
豊
市
豊
中
町
下
高
野
一
四
四
五
番
地
一

合
同
会
社
協
伸

代
表
社
員

筒
井

和
俊

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

福
岡
県
福
津
市
中
央
一
丁
目
一
一
番
一
号

合
同
会
社
Ｋ
ｅ
ｎ
’
ｓ

代
表
社
員

小
方
健
一
郎

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
紫
原
五
丁
目
三
九
番
二
三
号

合
同
会
社
教
文
出
版

代
表
社
員

諏
訪
下
幸
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

鹿
児
島
市
西
千
石
町
一
一
番
二
一
号
Ｍ
Ｓ
ビ
ル
五

Ｆ
・
六
Ｆ

合
同
会
社
南
九
州
ユ
ニ
オ
ン

代
表
社
員

半
渡

光
輝

組
織
変
更
公
告

当
会
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

沖
縄
県
浦
添
市
仲
西
一
丁
目
三
番
二
五

四
〇
六

号
室
フ
ロ
ン
テ
ー
ジ
仲
西Ｔ

ｉ
ｒ
ｏ
ｏ
ｆ
合
同
会
社

代
表
社
員

比
嘉

宣
友

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
四
月
十
三
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
芝
五
丁
目
一
三
番
一
一
号

栄
旬
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
藤
み
ず
き

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
千
八
百
三
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二
〇
九

号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内滋

賀
湖
南
合
同
会
社

代
表
社
員

エ
ー
ブ
イ
ピ
ー
シ
ッ
ク
ス
・
シ

ガ
・
コ
ナ
ン
・
エ
ス
ジ
ー
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
・
ピ
ー
テ
ィ
ー

イ
ー
・
リ
ミ
テ
ッ
ド

職
務
執
行
者

林

令
史

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
八
百
六
十
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二
〇
九

号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内川

口
安
行
合
同
会
社

代
表
社
員

エ
ー
ブ
イ
ピ
ー
シ
ッ
ク
ス
・
カ
ワ

グ
チ
・
エ
ス
ジ
ー
・
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
・
ピ
ー
テ
ィ
ー
イ
ー
・
リ
ミ

テ
ッ
ド職

務
執
行
者

林

令
史





令和年月日 火曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
六
百
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二
〇
九

号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内福

岡
久
山
合
同
会
社

代
表
社
員

エ
ー
ブ
イ
ピ
ー
シ
ッ
ク
ス
・
フ
ク

オ
カ
・
ツ
ー
・
エ
ス
ジ
ー
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
・
ピ
ー
テ
ィ
ー

イ
ー
・
リ
ミ
テ
ッ
ド

職
務
執
行
者

林

令
史

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
六
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

一
〇
七
頁
（
号
外
第
八
十
五
号
）

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

大
阪
市
北
区
中
津
三
丁
目
二
五
番
一
六
号

株
式
会
社
サ
ッ
パ
ボ
イ
ラ

代
表
取
締
役

颯
波

郁
子

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
会
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

減
少
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

沖
縄
県
那
覇
市
小
禄
二
丁
目
二
番
地
八

合
同
会
社
マ
ハ
ロ

代
表
社
員

東
川
平
奈
津
子

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
資
本
金
の
額
が
増

加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
資
本
金
の
額
を
七
十
五
億

二
万
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
百
二
十
八
億
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
一
番
一
号

Ｌ
Ｖ
Ｊ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
２
株
式
会
社

代
表
取
締
役

稲
垣

伸
一

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
六
日
を
基
準
日
と
定
め
、
同

日
〇
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
令
和
八

年
五
月
二
十
一
日
開
催
予
定
の
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決

権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。令

和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
八
丁
目
三
番
六
号

株
式
会
社
医
歯
薬
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役

佐
藤

典
哉

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
桜
区
桜
田
三
丁
目
三
番
一
号

埼
玉
県
中
央
市
場
株
式
会
社

代
表
取
締
役

飯
田

武
男

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
十
三
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢
一
丁
目
五
番
一
六
号

明
豊
興
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

井
上

玉
枝

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
一
丁
目
一
三
番
二
一
号

株
式
会
社
九
州
北
部
税
理
士
会
会
館

代
表
取
締
役

岡

正
典

合
併
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

当
社
は
、
岩
野
物
産
株
式
会
社
と
合
併
し
て
解
散
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る

方
は
、
株
券
提
出
日
で
あ
る
令
和
八
年
六
月
一
日
ま
で
に

当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
番
四
号

株
式
会
社
ド
ル
フ
ィ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
・
ア
ッ
プ

８
号

代
表
取
締
役

玉
生

肇

第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
第
二
種

金
融
商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
第
二
種
金
融
商
品
取
引

業
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算

に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要

と
す
る
顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

札
幌
市
東
区
北
二
十
六
条
東
十
四
丁
目
一
番
四
五
号

株
式
会
社
三
光
不
動
産

代
表
取
締
役

岡

貢

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
千
四
百
二
十
五
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
要
旨
は
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
付
官

報
の
号
外
第
七
十
六
号
八
十
二
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
二
番
一
号

狭
山
日
高
１
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
百
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
要
旨
は
令
和
七
年
十
月
三
十
一
日
付
官

報
の
号
外
第
二
四
二
号
一
八
三
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。令

和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
二
番
一
号

枚
方
３
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
特
定
目
的
会
社

取
締
役

三
品

貴
仙

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
百
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
要
旨
は
令
和
八
年
一
月
二
十
七
日
付
官

報
の
号
外
第
十
七
号
八
十
二
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
二
番
一
号

吹
田
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
特
定
目
的
会
社

取
締
役

三
品

貴
仙

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
八
百
八
十
五
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
要
旨
は
令
和
七
年
六
月
二
十
六
日
付
官

報
の
号
外
第
一
四
四
号
一
五
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。令

和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
二
番
一
号

座
間
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

一
下

六
対
応
す
る

順
次
対
応
す
る

（
原
稿
誤
り
）

二
上

一
対
応
す
る

順
次
対
応
す
る

（
原
稿
誤
り
）

三

改
正
後
欄一



第
五
号

〃

改
正
前
欄〃

第
二
号
の
七
及

び
第
四
号

令和年月日 火曜日 第号官 報
優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
六
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
二
十
七
日

掲
載
頁

八
十
三
頁
（
号
外
第
十
七
号
）

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号
泉
ガ
ー
デ

ン
タ
ワ
ー
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人
内

富
岳
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
橋

通
彰

債
権
申
出
の
公
告
（
第
三
回
）

当
社
は
、
平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
九
日
付
で
破
産
手

続
き
終
結
決
定
に
よ
り
解
散
し
ま
し
た
が
、
残
余
財
産
分

配
の
た
め
、
令
和
七
年
九
月
十
六
日
、
東
京
地
方
裁
判
所

（
令
和
七
年
（
ヒ
）
第
五
八
一
号
）
に
よ
り
当
職
が
清
算

人
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
四
月
十
七
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
江
戸
川
区
瑞
江
二
丁
目
八
番
三
号

株
式
会
社
渡
幸
建
設

代
表
清
算
人

棚
田

章
弘

訂
正
公
告

令
和
八
年
三
月
十
日
（
号
外
第
四
十
九
号
）
掲
載
の
第

十
六
期
決
算
公
告
中
、
資
産
の
部
計
の
金
額
「
三
、
五
三

七
、
〇
〇
五
」
と
あ
る
は
「
三
、
五
三
七
、
二
二
五
」、

正
味
財
産
の
部
計
の
金
額
「

九
九
〇
、
五
五
七
」
と
あ

る
は
「

九
九
〇
、
三
三
七
」、
負
債
及
び
正
味
財
産
の

部
計
の
金
額
「
三
、
五
三
七
、
〇
〇
五
」
と
あ
る
は「
三
、

五
三
七
、
二
二
五
」
の
誤
り
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
ま

す
。令

和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
二
丁
目
一
七
番
五
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
若
手
精
神
科
医
の
会

理
事
長

宮
野

史
也

訂
正
公
告

令
和
八
年
三
月
十
日
（
号
外
第
四
十
九
号
）
掲
載
の
第

十
七
期
決
算
公
告
中
、
資
産
の
部
計
の
金
額
「
四
、
五
二

五
、
六
四
三
」
と
あ
る
は
「
四
、
五
二
五
、
八
七
〇
」、

正
味
財
産
の
部
計
の
金
額
「

五
二
四
、
一
五
七
」
と
あ

る
は
「

五
二
三
、
九
三
〇
」、
負
債
及
び
正
味
財
産
の

部
計
の
金
額
「
四
、
五
二
五
、
六
四
三
」
と
あ
る
は「
四
、

五
二
五
、
八
七
〇
」
の
誤
り
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
ま

す
。令

和
八
年
四
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
二
丁
目
一
七
番
五
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
若
手
精
神
科
医
の
会

理
事
長

宮
野

史
也

令
和
七
年
九
月
十
二
日
（
号
外
特
第
二
十
四
号
）
財
務

省
告
示
第
二
百
四
十
九
号
（
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法

第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
財
務
大
臣
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
本
取
引
を
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
）

令
和
七
年
九
月
十
二
日
（
号
外
特
第
二
十
四
号
）
財
務

省
告
示
第
二
百
五
十
号
（
外
国
為
替
令
第
十
八
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
役
務
取
引
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件
）

令
和
七
年
九
月
十
二
日
（
号
外
特
第
二
十
四
号
）
経
済

産
業
省
告
示
第
百
三
十
二
号
（
外
国
為
替
令
第
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
外
国
為

替
及
び
外
国
貿
易
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
要
す

る
特
定
資
本
取
引
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）

三
ペ
ー
ジ
改
正
後
欄
二
行
目
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

「
原
油
」
と
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年

法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
第
二
七
・
〇
九
項
に
該
当

す
る
も
の
（
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品

目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
原
産
地
又

は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
の
公
表
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
告
示
第

百
七
十
号
）
三
の
７
の

の
表
ロ
シ
ア
の
項
二
七
・

〇
九
の
欄
の
下
欄
ハ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を

い
う
。

（
略
）

同
ペ
ー
ジ
改
正
前
欄
二
行
目
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

「
原
油
」
と
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年

法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
第
二
七
・
〇
九
項
に
該
当

す
る
も
の
（
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品

目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
原
産
地
又

は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
の
公
表
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
告
示
第

百
七
十
号
）
三
の
７
の

の
表
ロ
シ
ア
の
項
二
七
・

〇
九
の
欄
の
下
欄
ロ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を

い
う
。

（
略
）

令
和
七
年
九
月
十
二
日
（
号
外
特
第
二
十
四
号
）
経
済

産
業
省
告
示
第
百
三
十
三
号
（
外
国
為
替
令
第
十
八
条
第

三
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
役
務
取
引
等
の
一
部

を
改
正
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

四
ペ
ー
ジ
改
正
後
欄
二
行
目
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

「
原
油
」
と
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年

法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
第
二
七
・
〇
九
項
に
該
当

す
る
も
の
（
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品

目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
原
産
地
又

は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
の
公
表
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
告
示
第

百
七
十
号
）
三
の
７
の

の
表
ロ
シ
ア
の
項
二
七
・

〇
九
の
欄
の
下
欄
ハ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を

い
う
。

（
略
）

同
ペ
ー
ジ
改
正
前
欄
二
行
目
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

「
原
油
」
と
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年

法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
第
二
七
・
〇
九
項
に
該
当

す
る
も
の
（
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品

目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
原
産
地
又

は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
の
公
表
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
告
示
第

百
七
十
号
）
三
の
７
の

の
表
ロ
シ
ア
の
項
二
七
・

〇
九
の
欄
の
下
欄
ロ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を

い
う
。

（
略
）

一
ペ
ー
ジ
下
段
改
正
後
欄
三
行
目
は
次
の
と
お
り
の
誤

り
。一

「
原
油
」
と
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年

法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
第
二
七
〇
九
・
〇
〇
号
に

該
当
す
る
も
の
（
経
済
産
業
大
臣
が
昭
和
四
十
一
年

通
商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
輸
入
割
当
て
を
受

け
る
べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ

き
貨
物
の
原
産
地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸

入
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
の
公
表
）
第
三
号
７

の

表
第
二
七
・
〇
九
項
の
う
ち
、
ハ
に
お
い
て
指
定
す

る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

二

﹇
略
﹈

同
ペ
ー
ジ
下
段
改
正
前
欄
三
行
目
は
次
の
と
お
り
の
誤

り
。一

「
原
油
」
と
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年

法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
第
二
七
〇
九
・
〇
〇
号
に

該
当
す
る
も
の
（
経
済
産
業
大
臣
が
昭
和
四
十
一
年

通
商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
輸
入
割
当
て
を
受

け
る
べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ

き
貨
物
の
原
産
地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸

入
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
の
公
表
）
第
三
号
７

の

表
第
二
七
・
〇
九
項
の
う
ち
、
ロ
に
お
い
て
指
定
す

る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

二

﹇
同
上
﹈

二
ペ
ー
ジ
上
段
改
正
後
欄
三
行
目
は
次
の
と
お
り
の
誤

り
。一

「
原
油
」
と
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年

法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
第
二
七
〇
九
・
〇
〇
号
に

該
当
す
る
も
の
（
経
済
産
業
大
臣
が
昭
和
四
十
一
年

通
商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
輸
入
割
当
て
を
受

け
る
べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ

き
貨
物
の
原
産
地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸

入
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
の
公
表
）
第
三
号
７

の

表
第
二
七
・
〇
九
項
の
う
ち
、
ハ
に
お
い
て
指
定
す

る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

二

﹇
略
﹈

同
ペ
ー
ジ
上
段
改
正
前
欄
三
行
目
は
次
の
と
お
り
の
誤

り
。一

「
原
油
」
と
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年

法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
第
二
七
〇
九
・
〇
〇
号
に

該
当
す
る
も
の
（
経
済
産
業
大
臣
が
昭
和
四
十
一
年

通
商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
輸
入
割
当
て
を
受

け
る
べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ

き
貨
物
の
原
産
地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸

入
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
の
公
表
）
第
三
号
７

の

表
第
二
七
・
〇
九
項
の
う
ち
、
ロ
に
お
い
て
指
定
す

る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

二

﹇
同
上
﹈


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